
JP 5073100 B2 2012.11.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手動式の解除及び再作動機構を有するばね作動式駐車ブレーキであって、
　シリンダ壁、前壁及び後壁を有する空気圧式のシリンダと、
　前記シリンダ壁に対して封止されたピストンと、
　前記ピストン及び前記後壁の間に延び、前記ピストンを前記前壁に付勢するための１つ
又は複数の駐車ブレーキばねと、
　前記ばねに抗して前記ピストンを前記後壁に移動させるように圧力をかけるための空気
圧入口と、
　前記後壁に対して固定され且つ手動式クランクを有するギヤボックスと、
　前記シリンダ、前記前壁、前記後壁、前記ピストン及び前記ギヤボックスを通って延び
、前記前壁から外側に延びた位置にあるときにブレーキ力を供給するように連結されるプ
ッシュロッドであって、前記ギヤボックスを通って延びる端部にキー又はラックを有する
と共に、前記ピストンを通る部分の上にらせん状ねじ山を有するプッシュロッドと、
　前記らせん状ねじ山を包囲し且つ可撓性をもち放射状に拡がることが可能な歯部を有す
るねじ付きのコレットであって、前記ピストンによって捕捉され前記ピストンに対して回
転しないように固定される、コレットとを備え、
　それにより、前記ギヤボックスが手動でクランキング操作されたとき、前記プッシュロ
ッドは回転し、前記コレットの内側のねじ山によって、前記プッシュロッドが、前記ギヤ
ボックスの前記クランキング操作の方向に応じて前記ピストンに対して軸方向に移動させ
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られ、前記シリンダを前記駐車ブレーキばねに抗して移動させるように前記シリンダに空
気圧がかけられたとき、前記コレットの歯部は、前記プッシュロッドが前記ピストンに対
してリセット位置に移動することができるように、拡がり解放することが可能である、ば
ね作動式駐車ブレーキ。
【請求項２】
　前記プッシュロッドの半径方向外側に且つ前記プッシュロッドと同軸に配置され、一方
の軸方向端部で前記ピストンに固定された管と、前記管の他方の軸方向端部に固定された
コレット止め具とをさらに備え、前記コレットは、前記プッシュロッド及び前記管の間で
半径方向に配置され、それにより、前記駐車ブレーキばねが前記ピストンを前記前端壁に
運ぶとき、前記コレット止め具が前記コレットに圧力をかけ、そのとき、前記コレットは
、前記プッシュロッドを把持して前記ピストンと共に前記プッシュロッドを運ぶ請求項１
に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項３】
　前記コレット及び前記コレット止め具が相補的な円錐面を有し、前記相補的な円錐面に
よって、前記コレット止め具は、前記駐車ブレーキばねが前記ピストンを移動させるとき
に、前記コレットを前記プッシュロッドの上に絞りつける請求項２に記載のばね作動式駐
車ブレーキ。
【請求項４】
　前記歯部を通って半径方向に延び且つ前記管に固定されるピンをさらに備え、前記ピン
は、前記歯部が拡がることを可能にし、前記コレットと前記管及び前記ピストンとの間で
相対的に回転することを防ぐ請求項２に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項５】
　前記プッシュロッドが、前記プッシュロッドの表面と前記ピストン及び前記前壁との間
に摺動する封止材を有する請求項１に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通常、空気圧を用いて解除される輸送車両用のばね作動式駐車ブレーキ（sp
ring-applied parking brake）に関する。本発明はさらに、例えば、空気圧が利用できな
い時の、手動式のブレーキの解除及び再作動機構を有する。
【背景技術】
【０００２】
　輸送車両用常用ブレーキは、通常、先頭車両又はエンジンによって加圧空気が供給され
る空気圧式のシリンダによって作動する。車両が先頭車両から切り離されたときに、駐車
ブレーキは暴走動作を防ぐことが望ましい。通常、駐車ブレーキはばね作動式である。ば
ね駆動式のピストンに連結されたプッシュロッドが、常用制動を生じるリンク機構（link
age）と連結している。車両が先頭車両又は空気圧源に再度接続された時点で、ばね作動
式ブレーキは空気圧によって解除されることが可能である。従来技術のばね作動式ブレー
キには、ピストンをプッシュロッドから切り離し、それによって車両の移動を可能にする
ための、手動式の解除機構が設けられているものがある。このばね作動式ブレーキは、空
気圧が再び利用可能となるまで再び作動することができない。「Ｐａｒｋｉｎｇ　Ｂｒａ
ｋｅ　Ｍａｎｕａｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ（駐車ブレーキ手動式解除機
構）」と題する米国特許第５，８４８，５５０号明細書を参照されたい。この明細書で開
示されているブレーキは、ピストンとプッシュロッドとの間に、常用ブレーキの状態にお
いて緩み調節を行うためのコレット（collet）接続部を有している。他の従来技術では、
駐車ブレーキ力の作動及び解除は、空気圧又は機械式回転動作（winding action）のいず
れかを用いて行われる。この場合、ばね駆動式のピストンとプッシュロッドとの連結は、
プッシュロッドに螺合するナットによって制御され、ナットの回転は、空気圧式制御のク
ラッチによって固定される。駐車ブレーキの作動中、ナットは、歯付きのクラッチと共に
回転ができないようにされ、クラッチは、空気圧が再度加えられてブレーキユニットをリ
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セット（reset）すると、解除される。
【発明の概要】
【０００３】
　簡潔に述べると、本発明の一実施形態によれば、手動式の解除及び再作動機構を有する
ばね作動式駐車ブレーキが提供される。ばね作動式駐車ブレーキは、シリンダ壁、前壁及
び後壁を有する空気圧式のシリンダと、シリンダ壁に対して封止されたピストンと、ピス
トン及び後壁の間に延び、ピストンを前壁に付勢するための駐車ブレーキばねと、駐車ブ
レーキばねに抗してピストンを後壁に移動させるように圧力をかけるための空気圧入口と
を備える。ギヤボックスが後壁に対して固定されている。ギヤボックスは、手動式クラン
クを有する。プッシュロッドが、シリンダ、前壁、後壁、ピストン及びギヤボックスを通
って延びている。プッシュロッドは、前壁から外側に延びた位置にあるときにブレーキ力
を供給するために、一方の端部で連結可能である。プッシュロッドは、ギヤボックスを通
って延びる他方の端部に固定されたキーを有する。プッシュロッドは、ピストンを通って
延びる中央部分の上にらせん状ねじ山を有する。らせん状ねじ山を包囲するねじ付きのコ
レットが、可撓性をもち放射状に拡がることが可能な歯部（tine）を有する。コレットは
、ピストンによって捕捉されピストンに対して回転しないように固定される。それ故、ギ
ヤボックスが手動でクランキング操作（cranking）されたとき、プッシュロッドは回転し
、コレットの内側のねじ山によって、プッシュロッドが、ギヤボックスのクランキング操
作の方向に応じて、ピストンに対して軸方向に移動させられる。シリンダを駐車ブレーキ
ばねに抗して移動させるようにシリンダに空気圧がかけられたとき、コレットの歯部は、
プッシュロッドがピストンに対してリセット位置に移動することができるように、拡がり
解放することが可能である。
【０００４】
　好ましくは、ばね作動式駐車ブレーキは、プッシュロッドの半径方向外側に且つプッシ
ュロッドと同軸に配置され、一方の軸方向端部でピストンに固定された管をさらに備える
。管の他方の軸方向端部には、環状のコレット止め具が固定されている。コレットは、プ
ッシュロッドと管との間で半径方向に配置される。駐車ブレーキばねがピストンを前端壁
に運ぶとき、コレット止め具はコレットに圧力をかける。そのとき、コレットは、プッシ
ュロッドを把持してピストンと共にプッシュロッドを運ぶ。コレット及びコレット止め具
は相補的な円錐面を有し、これらの相補的な円錐面によって、コレット止め具は、駐車ブ
レーキばねがピストンを移動させるときに、コレットをプッシュロッドの上に絞りつける
。ピンが、歯部を通って半径方向に延び且つ管に固定され、ピンは、歯部が拡がることを
可能にし、コレットと管（及びピストン）との間で相対的に回転することを防ぐ。
【０００５】
　さらなる特徴及び他の目的及び利点は、図面を参照する以下の詳細な説明から明らかと
なろう。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明によるばね作動式駐車ブレーキの概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　ここで図面を参照すると、本発明の一実施形態によるばね作動式駐車ブレーキが概略的
に示されている。駐車ブレーキはシリンダ１０を備え、シリンダ１０は、一方の端部に固
定された環状の前壁１２と他方の端部に固定された環状の後壁１４とを有している。ピス
トン１６は、シリンダの中に配置されており、シリンダの内側の壁に対して、例えば環状
の溝内に捕捉されているＯリングによって、封止されている。同心のばね１８、２０が、
後壁とピストンとの間に配置されて、ピストンを前壁に向かって付勢している。開口部２
２が、前壁とピストンとの間の空間の中に、その空間を加圧空気と連通状態にするために
、設けられている。ギヤボックス２４が後壁に固定されている。ギヤボックスによって、
以下に説明するプッシュロッドに垂直な回転動作（winding action）が利用できる。ギヤ
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ボックスは、ギヤボックスの比に基づいて回転速度及びトルクを高くする又は低くするこ
とを可能にする。
【０００８】
　プッシュロッド２６は、シリンダ、前壁、後壁、ギヤボックス及びピストンの中に、軸
方向に配置されている。前壁の方向へピストンを軸方向に動作させることによって、常用
ブレーキ機構（図示せず）とのリンク機構を介してブレーキ力が付与される。プッシュロ
ッドは、図に示すようにユニットの底部から外に延びている。
【０００９】
　ピストンから延びているのは同軸管２８であり、同軸管２８は、ピストンと反対側の端
部に固定された環状のコレット止め具３０を有している。プッシュロッド２６は、ギヤボ
ックスを貫通する端部に固定されたキー又はラックを有している。プッシュロッドは、直
径が大きいねじ付き中央部分３２を有し、中央部分３２は、その外径にらせん状のねじ山
３４を有している。
【００１０】
　コレット３６が、同軸管２８とプッシュロッドのねじ付き中央部分３２との間に配置さ
れている。コレットは、可撓性をもつの複数の歯部を有し、歯部は、プッシュロッドのね
じ山３４の上を乗り越えるために拡がることができる。
【００１１】
　コレット止め具は内側の円錐面を有し、コレットの複数の歯部は全体で外側の円錐面を
有している。これらの円錐面は相補的である。ピン３８が、歯部を通って摺動可能に且つ
半径方向に延び、そして管２８に固定されており、それにより、コレットと管（及びピス
トン）とが相対的に回転しないようにする。コレット止め具は、駐車ブレーキばねがピス
トンを前端壁に運ぶ時、コレットに圧力をかける。その時、コレットは、プッシュロッド
を把持し、それにより、ピストンと共にプッシュロッドを運ぶ。コレット止め具は、駐車
ブレーキばねがピストンを移動させる時に、相補的な円錐面によって、コレットをプッシ
ュロッドの上に絞りつける。コレット止め具とコレットとの間の平坦な接触面によって、
コレット止め具によるコレットへの絞りつけ量は制限され、それにより、コレットがプッ
シュロッド内に挟み込まれるのが防がれる。
【００１２】
　プッシュロッド２６が前壁１２を貫通する場所に、封止材４０が設けられている。また
、プッシュロッドがピストン１６を貫通する場所にも、封止材４２が設けられている。
【００１３】
　図面では、ばねがピストンを前壁に移動させ、プッシュロッドが手動で引き出されてブ
レーキを解除している時のばね作動式駐車ブレーキが示されている。プッシュロッドにお
ける直径が拡大したねじ付き部分は、後壁まで完全に移動してしまっていることに留意さ
れたい。加圧空気がピストンに加えられると、加圧空気は、ピストンを後壁に向かって運
び、この時、コレット歯部が拡がり、拡大した直径の部分がピストンに接触するまで、ピ
ストンがプッシュロッド上を摺動する。空気圧が除去されると、ばねがピストンを前壁に
戻す。ばねがピストンを移動させ始めるとすぐに、コレットはプッシュロッドを再セット
し（reset）且つ把持し、それにより、プッシュロッドは、ブレーキをセットするピスト
ンと共に前方へ運ばれる。ばねの動作によってブレーキがセットされ、空気圧がもはや利
用できなくなった時点で、ブレーキは、空気圧で解除することができなくなり、手動で解
除しなければならなくなる。駐車ブレーキが手動でのクランキング操作によって解除され
るとき、ピストンは前壁に移動し、プッシュロッドは、プッシュロッドの拡大した直径の
部分上のねじ山とコレットの内側のねじ山との相互作用によって、後壁／後端部に向かっ
て後退する。この時、コレットは、コレット止め具内に引き込まれており、コレットのね
じ山はプッシュロッドのねじ山と係合したまま維持される。ブレーキを手動で再作動させ
ることが望まれる場合、クランキング操作を逆にすることができる。コレットは、ばねに
よってピストンに加えられる圧力のため、プッシュロッドと係合したままになる。
【００１４】
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　このように、特許法が要求する詳細及び特殊性と共に本発明を定義したが、特許証で保
護されることが望まれる事項を特許請求の範囲に示す。

【図１】
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